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「ＪＲ連合ビジョン」の実践と
  政策の推進を通じて、
ＪＲ産業の持続的発展と
組合員の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

　

４
月
25
日
、
三
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
１
都
２
府
３
県
に
発
令
さ
れ
、
感
染
の
第
４
波
が
確
定
的
と
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

第
76
回
国
会
議
員
懇
談
会
（
以
下
、
議
員
懇
）
を
開
催
し
、
一
層
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
Ｊ
Ｒ
産
業
の
危
機
的
状
況
と
経
営
支
援
の
必
要
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
国
会
会
期

中
に
支
援
に
向
け
た
関
係
省
庁
へ
の
要
請
実
現
に
取
り
組
む
よ
う
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　

こ
の
間
も
議
員
懇
や
「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
以
下
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
）
に
所
属
す
る
衆
参
の
議
員
か
ら
は
、
国
会
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ
産
業
へ
の
支
援
を
求
め
る
発
言

が
度
々
な
さ
れ
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
の
継
続
・
拡
充
と
い
う
成
果
に
も
繋
げ
て
き

た
。
引
き
続
き
、
関
係
す
る
議
員
と
連
携
し
、
Ｊ
Ｒ
産
業
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

組
む
の
で
、
ぜ
ひ
現
場
の
皆
さ

ん
も
一
緒
に
こ
の
苦
難
を
乗
り

越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
述

べ
た
。
続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
荻

山
市
朗
会
長
は
「
４
月
末
に
は

Ｊ
Ｒ
各
社
の
決
算
も
公
表
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
全
体
で
１
兆
円
規
模
の
赤

字
決
算
と
な
る
だ
ろ
う
。
今
次

　

４
月
14
日
に
開
催
し
た
議
員

懇
で
は
、
榛
葉
賀
津
也
会
長

（
参
・
静
岡
）
を
は
じ
め
と
す

る
所
属
議
員
７
人
が
出
席
し
、

ウ
ェ
ブ
で
繋
い
だ
Ｊ
Ｒ
各
単
組

の
代
表
者
と
真
摯
な
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
榛
葉
会
長
は
、
「
公

共
交
通
は
盛
り
返
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
局
面
だ
っ
た

が
、
再
び
感
染
拡
大
の
状
況
に

至
っ
て
い
る
。
我
々
議
員
も
支

援
の
実
現
に
し
っ
か
り
と
取
り

春
季
生
活
闘
争
は
大
変
厳
し
い

交
渉
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
産
業
は
、

国
の
政
策
で
移
動
が
制
限
さ
れ

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の

で
、
相
応
の
支
援
を
引
き
続
き

求
め
て
い
く
。
固
定
資
産
税
の

減
免
や
雇
用
調
整
助
成
金
の
特

例
措
置
の
延
長
、
抜
本
的
な
需

要
回
復
に
向
け
た
喚
起
策
が
必

要
不
可
欠
。
同
様
に
影
響
を
受

け
て
い
る
航
空
や
観
光
の
仲
間

と
も
共
闘
し
、
要
求
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
安
心
し
て
公

共
交
通
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
継
続
し
た
支
援
を
お
願
い

し
た
い
」
と
政
府
等
に
対
す
る

働
き
か
け
を
求
め
た
。
Ｊ
Ｒ
各

単
組
代
表
者
か
ら
は
、
各
社
の

厳
し
い
経
営
状
況
や
、
コ
ロ
ナ

禍
で
離
職
が
増
加
し
て
い
る
傾

向
、
公
共
交
通
利
用
の
安
全
性

の
発
信
の
必
要
性
、
雇
用
調
整

助
成
金
の
特
例
措
置
延
長
の
必

要
性
な
ど
、
切
実
な
思
い
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
経
営
支
援

や
移
動
及
び
観
光
に
対
す
る
不

安
意
識
の
払
拭
、
段
階
的
な
移

動
需
要
の
創
出
と
回
復
に
繋
が

る
助
成
制
度
の
構
築
に
向
け
た

要
請
行
動
に
つ
い
て
確
認
す
る

と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物

経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
の
今
後
の

進
め
方
等
を
確
認
し
た
。

例
）
が
質
疑
に
立
ち
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
鉄
道
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
の
極
め
て
厳

し
い
経
営
状
況
を
説
明
し
た
上

で
、
「
地
方
に
お
け
る
調
和
の

と
れ
た
発
展
の
あ
り
方
を
ど
う

す
べ
き
か
」
と
懸
念
を
示
す
と
、

菅
総
理
か
ら
は
「
今
後
の
鉄
道

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
政
府
内

で
検
討
し
て
い
く
。
国
全
体
の

発
展
を
考
え
る
中
で
多
く
の
有

識
者
の
議
論
も
聞
き
な
が
ら
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。コ
ロ

ナ
を
収
束
さ
せ
て
状
況
を
見
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
」
と
政
府

と
し
て
の
前
向
き
な
姿
勢
を
示

し
た
。

Ｒ
バ
ス
地
本
・
西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ

ス
地
本
・
宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
・

Ｊ
Ｒ
広
島
病
院
支
部
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
自
動
車
支
部
、
Ｊ
Ｒ
九

州
労
組
船
舶
分
会
で
は
、
す
べ

て
で
定
期
昇
給
を
確
保
し
、
一

時
金
・
制
度
改
善
な
ど
多
く
の

成
果
を
引
き
出
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
が
続
く
中
、
中
長
期

的
な
視
点
で
交
渉
に
あ
た
っ
た

各
労
使
に
敬
意
を
表
す
も
の
で

あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
交
渉
環
境
の

さ
ら
な
る
悪
化
に
直
面
し
て
い

る
状
況
を
踏
ま
え
、
エ
リ
ア
連

合
と
連
携
し
て
グ
ル
ー
プ
労
組

へ
の
支
援
を
継
続
・
強
化
し
、

Ｊ
Ｒ
産
業
に
集
う
す
べ
て
の
仲

間
の
「
安
心
」
を
取
り
戻
す
べ

く
、
全
単
組
が
妥
結
に
い
た
る

ま
で
取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
産
業
へ
の
支
援
が
不
可
欠
と
意
見
は
一
致

　　　　　　　　　JR7単組の2021春季生活闘争妥結状況【4月7日時点】

　２０２１春季生活闘争の取り組みにおいて、３月30日までにＪＲ各単組が各社から回答を引
き出し、労使交渉を妥結した。

　今次闘争は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、発足以来最大の危機的状況に陥った
ＪＲ産業に追い打ちをかけるかのように、昨年11月には感染症拡大の第３波が襲来し、ＧｏＴ
ｏキャンペーンの一時停止や年末年始輸送が過去最少となったことに加え、本年１月８日には
首都圏の１都３県を対象に緊急事態宣言が再発令され、その後対象地域が11都府県に拡大。３
月21日に全面解除されたものの、回復傾向にあった経営を再び直撃したことで、危機的状況が
さらに深刻化し、ＪＲ産業の棄損が拡大する中での闘いとなった。そしてこの間、多くのＪＲ
各社・グループ会社で一時帰休はもとより、雇用調整を目的としたグループ内外への在籍出向
も実施されてきたことで、多くの仲間が雇用と生活の不安に苛まれるなど、これまでに経験し
たことがない環境下での取り組みを余儀なくされた。

　こうした足元の危機的状況を踏まえＪＲ連合は、２月２日の第33回中央委員会で「①加盟全
単組が『ＯＮＥ ＴＥＡＭ』となってあらゆる資源・活動を総動員し、ＪＲ産業に集うすべての
仲間の雇用と生活の維持を最優先に取り組むこと、②労働条件を働きの価値に見合った水準へ
と引き上げるため、中期労働政策ビジョンで設定した必達目標賃金に未達の単組は賃金水準の
追求に最大限取り組むこと、③離職等による人材の劣化を防ぐため、今次闘争を足掛かりに今
後の社会変容を見据えた働き方改革に取り組み、産業の魅力をより高めていくこと」などを基
調とした２０２１春季生活闘争方針を満場一致で決定し、以降、今次闘争におけるＪＲ連合と
加盟単組の役割を明確にしたうえで、鋭意取り組みを展開してきたところである。

　ＪＲ連合はこの間、加盟単組の労使交渉を支えるため、とりわけ雇用調整助成金の特例措置
の継続や公租公課の負担軽減措置の継続・拡充、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金の積極的な活用を通じたＪＲ産業への支援、さらには、ＪＲ二島・貨物会社の経営支援
策の根拠となる国鉄清算事業団債務等処理法の一部改正法案の成立に向けて、ＪＲ連合国会議
員懇談会や21世紀の鉄道を考える議員フォーラム、連合、交運労協、同業他産別との連携を図
り、精力的に取り組んできた。その結果、雇用調整助成金の特例措置の継続や国鉄清算事業団
債務等処理法の一部改正法案の成立など、ＪＲ産業の経営支援に資する成果を獲得したところ
である。

　そしてＪＲ各単組は、コロナ禍の中、現場最前線で社会的役割を果たし続けている組合員と
その家族の負託に応えるため、健全な労使関係を基礎に懸命な労使交渉を展開してきた。結果
として、現下の危機的状況の中、各単組ともベースアップの獲得には至らなかったものの、グ
ループ全体での雇用維持を最優先とする経営方針を再確認したほか、定期昇給の実施や制度改
善等、生活の維持に資する最大限の成果を獲得した。一方で、期末手当の要求に対して回答を
示さなかった会社が一部あったことなど、これまでになく厳しい妥結結果になったことは真摯
に受け止めつつも、連合の構成組織として、そしてＪＲの責任産別として、今次闘争における
一定の責務は果たし得たものと認識する。

　今後グループ労組の労使交渉が本格化していくが、多くの加盟単組が堂々とベースアップ要
求を掲げ、今次闘争に臨んでいる。ＪＲ連合は、エリア連合と連携した交渉支援を強化してい
くとともに、今後感染症拡大の第４波も懸念される中、上述した要望事項の実現を通じたＪＲ
産業の持続的な発展と魅力の向上、そして、産業に集うすべての仲間が「雇用と生活の安心」
を取り戻せるよう、これまで築いてきた広範な関係主体との連携をさらに強化し、あらゆる活
動を総動員して取り組みを継続していく決意である。

単組名 定期昇給等 備考 一時金

ＪＲ北労組

・所定昇給号奉4号俸とする
定期昇給の実施
・令和3年4月1日現在の年齢
が55歳の社員については、
特に一人25,000円を支給

・スタッフ（パートナー社員就業規則による）については、
令和３年度に限り、夏季手当支給額に10,000円を加算
・諸制度の改正①勤務関係（保存休暇）、②賃金関係、③厚
生関係、④パートナー社員関係、⑤在宅勤務に係る経費の
補填など

今後
申し入れ

ＪＲＥユニオン ・定期昇給の実施（昇給係数2）・新たなライフスタイルに対する総合的な処遇改善 今後
申し入れ

ＪＲ東海ユニオン
・標準係数「4」とする定期昇
給の完全実施

・出産立会い当日に保存休暇が適用可能に
・育児介護関係申請書への押印廃止
・キッズライン等の育児補助拡大
・福祉会レジャー施設利用補助の拡充　等

夏2.2ヵ月

ＪＲ西労組

・基準昇給額表に基づく基準
昇給の実施

・特別一時金
・2020年4月1日入社の新規採用者（プロ採）に対する初任
給調整手当の適用
・業務に起因して新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者及
び要観察者の指定を受けた者の勤務等の取扱いの見直し　等

夏1.3ヵ月

ＪＲ四国労組
・定期昇給の完全実施 ・研修センター入所者に対する自由席特急券代用証の交付回数 

　の改善
・看護休暇を取得できる子の対象範囲の拡大

夏1.21ヵ月

ＪＲ九州労組 ・仕事給昇給額表に掲げる仕事
給昇給の実施

・緊急呼出手当の支払額の見直し
・定期健康診断及びストレスチェックの勤務の取扱いの見直し 交渉継続

貨物鉄産労
・昇給額表に記載している等
級及び評価に応じた昇給の
実施

・カフェテリアポイントの増額を検討
・勤続15年以上の契約社員の退職慰労金の増額を検討 交渉継続

　

２
月
５
日
、
衆
議
院
予
算
委

員
会
で
議
員
懇
副
会
長
の
泉
健

太
議
員
（
京
都

３
区
）
が
質
問

に
立
ち
、
雇
用

調
整
助
成
金
の

特
例
措
置
は
企

業
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ

と
か
ら
、
解
除

の
時
期
に
よ
っ

て
前
倒
し
す
る

こ
と
な
く
４
月

末
ま
で
継
続
す

る
よ
う
強
く
求

め
、
延
長
を
後

押
し
し
た
。

　

３
月
15
日
、

参
議
院
予
算
委

員
会
で
、フ
ォ
ー

ラ
ム
に
所
属
す

る
福
山
哲
郎
議

員（
京
都
）は
、

「
事
業
規
模
に
応
じ
た
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
な
ど

は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
運
行
を
続
け

て
お
り
、
過
去
最
大
の
赤
字
と

な
る
。
国
の
政
策
・
方
針
に
よ
っ

て
、
Ｊ
Ｒ
・
大
手
民
鉄
・
大
手

航
空
、
そ
し
て
ホ
テ
ル
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
百
貨
店
な
ど
が
こ
う

し
た
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い

る
と
い
う
認
識
は
あ
る
の
か
」

と
問
い
た
だ
し
、
菅
義
偉
総
理

大
臣
か
ら
は
「
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め

と
す
る
鉄
道
会
社
、
航
空
会
社

な
ど
、多
く
の
方
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
は
事
実

だ
と
思
っ
て
い
る
。
対
応
を
検

討
し
て
い
く
」
と
支
援
の
必
要

性
に
対
す
る
認
識
を
示
し
た
。

　

同
じ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
所
属

す
る
矢
田
稚
子
議
員（
比
例
）か

ら
は
、
Ｊ
Ｒ
等
の
決
算
に
触
れ
、

「
鉄
道
や
航
空
な
ど
厳
し
い
産

業
に
特
化
し
た
中
長
期
的
な
対

応
が
必
要
で
は
な
い
か
。
こ
れ

ら
の
産
業
で
働
く
キ
ー
ワ
ー

カ
ー
は
懸
命
に
誇
り
を
持
っ

て
働
い
て
い
る
」
と
雇
用
調
整

助
成
金
を
含
む
支
援
延
長
・
拡

充
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、

厚
生
労
働
省
は
適
切
に
対
応
し

た
い
と
答
弁
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
19
日
の
予
算
委

員
会
に
お
い
て
も
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
所
属
の
川
合
孝
典
議
員（
比

　
２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
環
境
下

で
の
取
り
組
み
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組

は
厳
し
い
交
渉
環
境
に
あ
っ
て

も
、
定
期
昇
給
の
実
施
や
制
度

改
善
等
、
「
雇
用
と
生
活
の
維

持
」
に
資
す
る
成
果
を
獲
得
し
、

３
月
30
日
ま
で
に
妥
結
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
結
果
を
踏
ま
え

コ
メ
ン
ト
を
発
し
た
。

　

そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労

組
連
絡
会
に
加
盟
す
る
多
く
の

単
組
が
交
渉
に
奮
闘
し
て
い
る
。

４
月
22
日
時
点
で
の
報
告
で
、

グ
ル
ー
プ
労
組
93
単
組
中
、
妥

結
は
38
単
組
に
達
し
、
ベ
ア
を

獲
得
し
た
単
組
も
あ
る
な
ど
、

総
合
生
活
改
善
に
資
す
る
成
果

を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ス
・

船
舶
関
係
な
ど
の
地
本
・
支
部
・

分
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
自
動

車
支
部
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
国
Ｊ

関
係
議
員
と
連
携
を
深
め
、
継
続
し
て
支
援
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　 

　
〜 

緊
急
事
態
宣
言
再
発
令 

〜

関
係
議
員
と
連
携
を
深
め
、
継
続
し
て
支
援
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　 

　
〜 

緊
急
事
態
宣
言
再
発
令 

〜

◇ 

第
76
回
国
会
議
員
懇
談
会◇ 

国
会
で
相
次
ぎ
支
援
を
求
め
る
発
言

※妥結日や昨年実績は前号参照

２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争

 

Ｊ
Ｒ
７
単
組
で
妥
結　
グ
ル
ー
プ
労
組
は
本
格
化

　
　 

　
45
単
組
妥
結
　
ベ
ア
獲
得
も

２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争

 

Ｊ
Ｒ
７
単
組
で
妥
結　
グ
ル
ー
プ
労
組
は
本
格
化

　
　 

　
45
単
組
妥
結
　
ベ
ア
獲
得
も

   ２０２１春季生活闘争における
ＪＲ各単組の妥結結果を踏まえてのコメント

２０２１年３月３０日

   ２０２１春季生活闘争における
ＪＲ各単組の妥結結果を踏まえてのコメント

２０２１年３月３０日
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ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
広
島
労
組  

（
３
月
７
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均

　

２
５
４
５
円
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
総
合
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
労
組

（
３
月
９
日
）

・
定
期
昇
給 

実
施

・
年
度
末
一
時
金　

社
員
・
嘱

　

託
社
員
・
顧
問
・
他
社
か
ら

　

の
出
向
社
員
・
契
約
社
員
・

　

派
遣
社
員 

勤
続
期
間
に
応

　

じ
て
５
万
円
〜
１
万
円
（
ギ

　

フ
ト
カ
ー
ド
）

・
慰
労
金　
社
員
・
嘱
託
社
員
・

　

他
社
か
ら
の
出
向
社
員
・
契

　

約
社
員
・
派
遣
社
員
・
Ｊ
Ｗ

　

Ｆ
Ｍ
請
負
社
員
勤
続
期
間
に

　

応
じ
て
８
万
円
〜
４
万
円

・
シ
ニ
ア
社
員
制
度
の
新
設

・
保
存
休
暇
の
利
用
拡
大

・
災
害
見
舞
金
の
増
額

・
退
職
手
当
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
西

　

日
本
早
期
退
職
者
の
支
給
率

　

係
数
の
撤
廃

Ｊ
Ｒ
四
国
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
労
組

（
３
月
10
日
）

・
年
度
末
一
時
金　

０
・
４
ヵ

　

月
＋
10
万
円

・
雇
用
形
態
間
の
不
合
理
な
待

　

遇
差
の
是
正

・
賃
金
制
度
の
改
正

・
一
時
金
支
給
回
数
の
見
直
し

・
賃
貸
住
宅
補
助
の
適
用
拡
大

　

（
３
月
31
日
妥
結
分
）

・
賃
金
改
定　

社
員
（
指
定
検

　

修
社
員
を
除
く
）
及
び
嘱
託

　

社
員
の
基
準
内
賃
金
に
、
賃

　

金
改
定
率
分
と
し
て
０
・
64
％

　

乗
じ
て
得
た
額
を
加
算

・
定
期
昇
給　
実
施 

社
員
（
指

　

定
検
修
社
員
を
除
く
）月
額
９

　

０
０
円
、指
定
検
修
社
員 

所

　

定
昇
給
号
俸
に
基
づ
き
実
施

・
雇
用
形
態
変
更
時
（
契
約
社

　

員
↓
社
員
・
嘱
託
社
員
）
の

　

基
準
内
賃
金
（
日
額
）
下
限

　

額
の
改
定

Ｊ
Ｒ
西
日
本
カ
ス
タ
マ
ー
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
労
組

（
３
月
16
日
） 

・
社
員
の
雇
用
の
維
持
を
最

　

優
先
に
考
え
た
取
り
組
み
を

　

展
開

・
職
務
遂
行
給
の
導
入
に
よ
る

　

賃
金
制
度
の
改
正

・
期
末
手
当　

年
間
２
・
３
ヵ

　

月
（
主
任
以
上
）
、
Ｓ
Ｖ
１

　

級
１
・
８
ヵ
月
、
Ｓ
Ｖ
２
級

　

21
万
円
、
Ｓ
Ｖ
３
級
10
・
５

　

万
円
、
Ａ
Ｓ
Ｖ
８
万
円
、
Ｏ

　

Ｐ
精
勤
手
当
３
万
円

・
コ
ロ
ナ
禍
勤
務
感
謝
一
時
金

　

３
万
円
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
以
上
）

・
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
の
導
入

・
長
期
勤
続
者
表
彰
の
継
続
実
施

・
人
間
ド
ッ
ク
、
生
活
習
慣
病

　

予
防
健
診
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　

ザ
予
防
接
種
費
用
の
補
助
の

　

継
続

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
デ
イ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
労
組

（
３
月
16
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均

　

４
７
７
８
円
）

レ
ー
ル
テ
ッ
ク
労
組

（
３
月
16
日
）

・
昇
給　

実
施

Ｊ
Ｒ
四
国
ホ
テ
ル
ズ
ユ
ニ
オ
ン

（
３
月
17
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施（
４
号
俸
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
レ
ン
タ
カ
ー
＆
リ
ー

ス
労
組 　
　

 

（
３
月
17
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
調
整
給　

正
社
員
２
０
０

　

円
、
エ
リ
ア
社
員
・
嘱
託

　

社
員
２
０
０
円
、
契
約
社
員

　

一
種
４
０
０
円

・
夏
季
賞
与　
正
社
員
０
・
９
ヵ

　

月
、
エ
リ
ア
社
員
０
・
８
ヵ

　

月
、
嘱
託
社
員
・
契
約
社
員

　

一
種
０
・
７
ヵ
月
、
契
約
社

　

員
二
種
（
勤
務
日
数
に
応
じ

　

て
２
万
〜
１
万
円
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
メ
ン
テ
ッ

ク
労
組       

（
３
月
18
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均

　

３
１
０
０
円
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
岡
山
メ
ン
テ
ッ
ク

労
組         

（
３
月
22
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均  

　

２
１
０
０
円
）

・
現
行
の
休
業
補
償
１
０
０
／

　

１
０
０
を
継
続

Ｊ
Ｒ
西
日
本
広
島
メ
ン
テ
ッ
ク

労
組         

（
３
月
22
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均

　

３
０
０
０
円
）

・
夏
季
手
当　
正
社
員
２
・
75
ヵ

　
月
、
勤
務
地
・
職
種
限
定
正

　

社
員
１
・
９
ヵ
月
、
契
約
社

　

員
１
・
55
ヵ
月
、
準
社
員

　

０
・
９
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
西
日
本
商
事
労
組

（
３
月
23
日
）

・
ベ
ア　

１
０
０
０
円

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均

　

３
５
０
０
円
）

・
夏
季
手
当　

２
・
３
ヵ
月

・
年
度
末
一
時
金　

３
万
円

・
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
規
程

　

に
定
め
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
タ

　

イ
ム
の
改
正

Ｊ
Ｒ
西
日
本
米
子
メ
ン
テ
ッ
ク

労
組         

（
３
月
23
日
）

・
昇
給　

実
施
（
社
員
一
人
あ

　

た
り
２
０
０
０
円
の
資
金
）

・
嘱
託
社
員
の
月
給
引
き
上
げ

　

１
７
０
０
円 

・
準
社
員
・
パ
ー
ト
社
員
の
時

　

給
引
き
上
げ　

10
円 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
岡
メ
ン
テ
ッ
ク

労
組         

（
３
月
24
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均

　

２
１
０
０
円
）

・
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
ア

　

ル
バ
イ
ト
従
業
員
に
対
す
る

　

年
次
有
給
休
暇
の
付
与

Ｊ
Ｒ
西
日
本
山
陰
開
発
労
組

              

（
３
月
24
日
）

・
昇
給　

実
施　

社
員
（
年
齢

　

給
・
仕
事
給
）、
契
約
社
員（
基

　

本
給
）、
パ
ー
ト
社
員（
基
本

　

時
給
ま
た
は
店
舗
時
給
）

・
夏
季
一
時
金　
社
員
２
・
２
ヵ

　
月
、
契
約
社
員
１
・
５
ヵ
月
、

　

嘱
託
社
員
１
・
１
ヵ
月
、パ
ー

　

ト
社
員 

調
査
期
間
内
の
月

　

平
均
労
働
時
間
及
び
勤
続

　
年
数
に
よ
り
５
万
円
〜
１
万
円

　
（
職
務
手
当
受
給
者
は
１
ヵ
月

　

分
加
算
）

・
成
績
給
増
額　

社
員
・
契
約

　

社
員 

勤
務
成
績
に
よ
り
１

　

万
円
毎
に
10
万
円
以
内
、

　

パ
ー
ト
社
員 

勤
務
成
績
に

　

基
づ
き
５
０
０
０
円
毎
に
３

　

万
円
以
内

Ｊ
Ｒ
九
州
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

労
組         

（
３
月
24
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
技
能
手
当
の
支
給
対
象
資
格

　

の
拡
大
及
び
一
部
支
給
額
の

　

増
額

・
採
用
時
の
年
次
有
給
休
暇
付

　

与
日
数
の
増
加　

10
日⇒

15

　

日
（
２
年
目
16
日
、
３
年
目

　

17
日
、
４
年
目
19
日
、
５
年

　

目
20
日
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
金
沢
メ
ン
テ
ッ
ク

労
組         

（
３
月
25
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
基
準
額

　

１
５
０
０
円
）

・
特
別
昇
給　

実
施 

社
員
Ａ

　
８
０
０
円
、
社
員
Ｂ
６
０
０
円

・
夏
季
手
当　
社
員
Ａ
１
・
９
ヵ

　

月
、
社
員
Ｂ
０
・
64
ヵ
月

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
岡
山
労
組  

（
３
月
25
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均 

　

２
５
０
７
円
）

九
州
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
労
組

（
３
月
25
日
）

※
昨
年
10
月
新
人
事
賃
金
制
度

　

発
足
に
つ
き
今
春
闘
で
の
改

　

訂
な
し

Ｊ
Ｒ
九
州
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ

ル
小
倉
労
組  

（
３
月
26
日
）

・
基
準
内
賃
金
０
・
85
％ 

　

（
平
均
１
９
６
９
円
引
き

　

上
げ
）

・
夏
季
一
時
金　

 

社
員
０
・

　

８
ヵ
月
、 

契
約
社
員
・
嘱

　

託
再
雇
用
社
員
３
万
円

Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
ビ
ル
開
発
ユニ
オ
ン

（
３
月
29
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
会
社
が
衛
生
上
重
大
な
危
険

　

性
を
伴
う
と
判
断
し
、
就
業

　

を
禁
止
し
た
場
合
の
有
給
休

　

暇
の
新
設

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相

　

談
窓
口
の
設
置

Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
労
組（
３
月
29
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
扶
養
親
族
を
有
す
る
新
入
社

　

員
が
、
居
住
地
域
と
異
な
る

　

初
任
地
域
に
配
属
さ
れ
た
場

　

合
、
転
勤
者
と
同
様
に
取
り

　

扱
う

・
積
立
保
存
休
暇
の
使
用
事
由

　

の
拡
大

・
第
二
基
本
給
昇
給
欠
格
条
項

　

か
ら
育
児
・
介
護
休
職
を
削
除

・
単
身
赴
任
者
の
帰
省
手
当
に

　

自
動
車
等
の
燃
料
代
を
追
加

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
福
岡
労
組  

（
３
月
29
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均

　

３
２
７
４
円
）

Ｊ
Ｒ
九
州
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
労
組
（
３
月
29
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
技
能
手
当
の
支
給
対
象
資
格

　

の
拡
大

・
年
次
有
給
休
暇
の
時
間
単
位

　

付
与
制
度
の
新
設

　

３
月
30
日
以
降
妥
結
（
４
月

22
日
以
降
報
告
）
分
は
、
次
号

に
て
掲
載
し
ま
す
。

第31回定期大会開催告示
日　時　　２０２１年６月16日（水）

10時30分から17時30分まで
場　所　　「ホテルアソシア豊橋」

　　 愛知県豊橋市花田町西宿　　　
議　題　　⑴２０２１年度運動方針案について
　　　　　⑵２０２０年度一般会計剰余金の
　　　　　　処分案について
　　　　　⑶２０２１年度予算案について
　　　　　⑷役員・中央委員の選出について
　　　　　⑸その他
出席範囲　⑴大会構成員
　　　　　　ＪＲ連合三役・執行委員・特別
　　　　　　執行委員、会計監査員
　　　　　　ＪＲ連合大会代議員・特別代議員
　　　　　⑵大会会場係
　　　　　　ＪＲ連合青年・女性委員会
その他　　一般傍聴者については、新型コロ
　　　　　ナウイルス感染症の拡大に鑑み、
　　　　　出席を要請しません。なお、Zoom
　　　　　によるライブ配信を予定していま
　　　　　す（ライブ配信の詳細等は追って
　　　　　連絡します）。

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

年
・
女
性
委
員
会
の
担
当
と
毎
月
発
行
の

機
関
紙
の
作
成
を
し
て
お
り
、
機
関
紙
に

つ
い
て
は
皆
さ
ん
に
読
ん
で
頂
け
る
よ
う

日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
長

い
道
の
り
が
続
き
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
組
合
活

動
に
役
立
て
、
次
世
代
の
育
成
と
組
織

拡
大
・
民
主
化
闘
争
の
完
遂
を
目
指
す
こ

と
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お
け
る
維
持

困
難
線
区
や
２
０
３
１
年
の
経
営
自
立
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
多
く
の
課
題
が

あ
り
ま
す
が
、
解
決
に
向
け
奮
闘
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

北
海
道
へ
来
た
際
に
は
是
非
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
中
央
本
部
の
斎
藤
で
す
。

　

私
は
、
１
９
９
８
年
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に

入
社
、
稲
積
公
園
駅
に
配
属
と
な
り
、
翌

年
か
ら
札
幌
車
掌
所
に
て
車
掌
と
し
て
、

札
幌
圏
の
普
通
・
快
速
エ
ア
ポ
ー
ト
や
特

急
列
車
等
に
乗
務
し
て
お
り
ま
す
。
過
去

に
は
北
斗
星
や
カ
シ
オ
ペ
ア
、
Ｓ
Ｌ
ニ
セ

コ
号
に
も
乗
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
と

な
っ
て
は
良
い
思
い
出
で
す
。

　
２
０
０
３
年
の
Ｊ
Ｒ
北
労
組
結
成
の
４
ヶ

月
前
に
Ｊ
Ｒ
総
連
・
北
鉄
労
を
脱
退
し
、

前
進
の
北
海
道
鉄
産
労
に
加
入
、
Ｊ
Ｒ
北

労
組
と
な
っ
て
か
ら
は
青
年
・
女
性
委
員

会
で
議
長
を
務
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女

性
委
員
会
で
は
幹
事
も
経
験
し
ま
し
た
。

　

札
幌
車
掌
所
分
会
で
は
、
書
記
長
と
し

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
の
中
央

本
部
定
期
大
会
か
ら
は
執
行
委
員
に
選
出

さ
れ
、
本
部
・
分
会
で
の
組
合
活
動
と
車

掌
業
務
と
、
多
忙
（
？
）
な
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

中
央
本
部
で
は
組
織
・
広
報
と
し
て
青

役員紹介

Ｊ
Ｒ
北
労
組 

中
央
本
部

中
央
執
行
委
員

  

斎 

藤  

洋
治
郎 

さ
ん

２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争

グ
ル
ー
プ
労
組
妥
結
状
況

３
月
29
日
妥
結
分
ま
で
（
４
月
21
日
時
点
報
告
）


